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12
月
17
〜
19
日
、北
海
道
函
館
市

で「
国
際
協
力
マ
ル
チ
ア
ク
タ
ー
サ
ミ

ッ
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、北
海
道
と
東
北
地
方
で
国

際
協
力
を
実
践
す
る
個
人
・
団
体
が

集
ま
り
、地
域
が
持
つ
リ
ソ
ー
ス
と
国

際
協
力
を
結
び
付
け
、地
域
活
性
化

に
ど
う
還
元
し
て
い
く
か
を
考
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。「
マ
ル
チ

ア
ク
タ
ー
間
の
連
携
に
よ
っ
て
生
ま
れ

る
一
歩
進
ん
だ
国
際
協
力
の
実
践
」と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、40
人
の
参
加
者

た
ち
は
３
日
間
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま

な
連
携
の
ア
イ
デ
ア
を
議
論
し
合
い

ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で

得
ら
れ
た
知
見
を
ど
の
よ
う
に
生
か

し
今
後
の
行
動
に
結
び
付
け
て
い
く

か
、参
加
者
の
決
意
を
サ
ミ
ッ
ト
宣
言

文
と
し
て
採
択
。す
で
に
い
く
つ
か
の

連
携
企
画
は
実
現
に
向
け
て
動
き
出

し
て
い
ま
す
。

「国際協力マルチアクターサミットin 函館」開催

自分たちの経験をもとに、意見交換をする参加者たち
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２
０
０
９
年
12
月
７
〜
18
日
、デ
ン

マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
、「
気
候

変
動
枠
組
条
約
第
15
回
締
約
国
会

議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
）」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
開
催
期
間
中
、開
発

事
業
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

効
果
の
推
計
ツ
ー
ル
や
、ク
リ
ー
ン
開

発
メ
カ
ニ
ズ
ム（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
）促
進
に
関
す

る
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト（
セ
ミ
ナ
ー
）を
開

催
。ま
た
、ブ
ー
タ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
、ザ
ン

ビ
ア
の
各
国
政
府
が
、自
国
で
取
り

組
む
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て
、そ
の

現
状
や
成
果
、課
題
、提
案
な
ど
を

発
表
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
段
階
か

ら
支
援
し
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

地
方
電
化
事
業
を
題
材
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
提
案
し
て
い
る
Ｃ
Ｄ
Ｍ
を
貧
困
削

減
な
ど
に
活
用
す
る
取
り
組
み
や
、

後
発
開
発
途
上
国
に
お
け
る
Ｃ
Ｄ
Ｍ

事
業
促
進
の
た
め
の
制
度
改
善
な

ど
、各
国
政
府
と
と
も
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
、ど
の
セ
ミ
ナ
ー
で
も
活
発
な
議
論

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

「気候変動枠組条約第15回締約国会議」で
途上国政府とともにメッセージを発信
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「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
中
学
生
・

高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０

９
」の
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は「
行
動
〜
地
球
と
私

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
〜
」。７
万
３
５

３
６
点（
中
学
生
の
部
4
万
9
0
8
4

点
、高
校
生
の
部
2
万
4
4
5
2
点
）

も
の
力
作
が
集
ま
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

〔
中
学
生
の
部
〕

●
立
命
館
宇
治
中
学
校
１
年

河
之
口
み
な
さ
ん

「K
eep O

n S
upporting

」

●
北
上
市
立
上
野
中
学
校
２
年

朴
志
海
さ
ん

「
二
つ
の
母
国
」

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
中
学
生
・

高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
９
」入
賞
者
発
表
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
究
所
の
澤
田
康
幸
客

員
研
究
員（
東
京
大
学
大
学
院
准
教

授
）が
、日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
が

主
催
す
る「
第
２
回
円
城
寺
次
郎
記

念
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。同
賞
は
、

経
済
理
論
の
分
野
で
実
績
が
あ
り
、

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
45
歳
以

下
の
若
手
・
中
堅
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

澤
田
客
員
研
究
員
は
、ミ
ク
ロ
計

澤
田
康
幸
客
員
研
究
員
が「
円
城
寺
次
郎
記
念
賞
」受
賞

ブータンのサイドイベントで基調講演を行うナ
ド・リンチェン環境副大臣（左）

量
経
済
学
の
手
法
を
用
い
た
実
証

研
究
な
ど
を
通
じ
、開
発
途
上
国
の

貧
困
問
題
や
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
関
し
て
問
題

提
起
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。現
在
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
究
所
で「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事

業
の
体
系
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
分
析
の

手
法
開
発
」、「
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け

る
灌
漑
イ
ン
フ
ラ
の
貧
困
削
減
効

果
」な
ど
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
村
田
町
立
村
田
第
一
中
学
校
３
年

大
沼
圭
吾
さ
ん

「
今
、僕
に
で
き
る
こ
と
！
」

〔
高
校
生
の
部
〕

●
聖
心
女
子
学
院
高
等
科
３
年

高
橋
実
紗
子
さ
ん

「
心
で
」

●Thom
as Jefferson High School 

for Science and Technology  

２
年

藤
生
愛
さ
ん

「
ハ
ン
カ
チ
の
種
」

●
長
野
県
長
野
高
等
学
校
１
年

草
間
由
紀
子
さ
ん

「
実
践
＋
継
続
＝
∞（
無
限
大
）」




